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山
頂
の
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
車
道
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
二
十
台
程
度
の
車
が

停
め
ら
れ
る
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
天
気
の
良
い
日
に
は
是
非
お
立
ち

寄
り
い
だ
き
、
絶
景
の
パ
ノ
ラ
マ
を
堪

能
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◆
所
在
地
： 

長
野
県
上
伊
那
郡
中
川
村

大
草

◆
ア
ク
セ
ス

　
【
公
共
交
通
】

　

 

JR
飯
田
線
伊
那
大
島
駅
・
JR
飯
田
線

飯
島
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
四
十
五
分

　
【
自
動
車
】
中
央
自
動
車
道

　
・ 

松
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
二
十
一
㌔
㍍　

車

で
五
十
分

　
・ 

駒
ヶ
根
Ｉ
Ｃ
か
ら
二
十
九
㌔
㍍　

車
で
六
十
分

　

長
野
県
南
部
、
中な
か
が
わ川
村
の
北
端
に
位

置
し
、
天
て
ん
り
ゅ
う竜
小こ
し
ぶ渋
水す
い
け
い系
県
立
自
然
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
る
陣じ

ん
ば
が
た
や
ま

馬
形
山
は
、
気

軽
に
眺
望
が
楽
し
め
、
自
然
と
触
れ
合

え
る
里
山
と
し
て
地
元
の
方
は
も
と
よ

り
、
訪
れ
る
大
勢
の
人
に
愛
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

標
高
は
、
一
、四
四
五
㍍
と
、
長
野

県
の
中
で
は
、
決
し
て
高
い
山
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
山
頂
か
ら
の
眺
望
に
優

れ
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
の

山
並
み
が
目
の
前
に
広
が
り
、
眼
下
に

は
南
北
に
走
る
天
竜
川
が
帯
の
よ
う
に

流
れ
、
そ
の
両
岸
の
辰た

つ
の野
町
か
ら
飯い
い
だ田

市
に
及
ぶ
伊
那
谷
が
一
望
さ
れ
、
伊い

な那

谷だ
に

随
一
の
景
観
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
昔
、
戦
国
時
代
に
は
武
田

信
玄
の
狼の
ろ
し煙
台だ
い

と
し
て
軍
事
的
な
情
報

伝
達
手
段
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
付
近
に
は
、
戦
前
か
ら
活
用
さ

れ
て
い
る
広
さ
八
千
平
方
㍍
の
キ
ャ
ン

プ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
眺
望
の
良
さ
か

ら
「
天
空
の
キ
ャ
ン
プ
場
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
急
激
な
発
達
や
人
気
ア
ニ
メ
の
舞
台

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
来
訪
者
が
急

増
し
、
冬
季
を
除
く
休
日
に
は
県
内
外

か
ら
大
勢
の
キ
ャ
ン
パ
ー
で
賑
わ
う
こ

と
か
ら
、
中
川
村
で
は
、
ト
イ
レ
の
水

洗
化
を
始
め
と
し
た
施
設
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
の
誰
も
が
安

全
且
つ
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

ル
ー
ル
づ
く
り
と
マ
ナ
ー
の
普
及
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ご当地

自慢
陣馬形山

南信森林管理署

81

（じんばがたやま）

山頂より中央アルプスと伊那盆地を望む

山頂付近の様子
冬季でも利用者が
あるキャンプ場

★
陣馬形山

中
央
自
動
車
道

中
央
自
動
車
道

駒ヶ根駅

飯島駅

伊那大島駅

駒ヶ根IC

松川IC


